
【今後の展望】

・更なる生産量の拡大
（平成37年度目標：
9,000ｔ）。

・オーラプテン等の機能
性成分を活かした果
汁飲料、搾汁残さ（果
皮）を利用したマーマ
レード、ジャム等の商
品開発。

・地球温暖化の影響で栽培適地が北に移動し
ており、近年、宇和島市で栽培が増加してい
る。
・糖度が高い時期（３～４月）に収穫・貯蔵し、
６月まで販売する「花前収穫体系」、木成り
で５～７月に収穫する「木成り体系」がある。

・販売名称はバラエティーに富み、「愛南ゴー
ルド」、「美生柑」、「宇和ゴールド」、「御荘
ゴールド」等。
・ジュース、ジュレ、ドレッシング等の加工品販
売。

【果樹】河内晩柑栽培の取組（ＪＡ全農えひめ） 【愛媛県】

河内晩柑に着目したポイント

果皮に含まれる「オーラプ
テン」には、脳内の炎症を抑
制する効果があることが、最
近の研究で明らかになって
いる。

・ 平成26年産の河内晩柑の栽培面積と出荷量は、全国に
おいて愛媛県が一番多く、栽培面積で61％、出荷量で
72％を占めている。

・ 県内では、愛南町で栽培が盛んで次いで宇和島市となっ
ている。この１市1町で県全体の栽培面積の95％、出荷量
で99％を占め、なお増加傾向にある。

取組産地の概要

【地域の連携状況】

県は関連大学、企業等
と連携し、機能性成分を
高める栽培・貯蔵技術の
開発、果汁飲料の開発、
搾汁残さを活用した加工
品の開発を実施。
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・現場の問題点を把握し、改善策を普及させる
ため、各組織代表（栽培農家）、関係機関が
参集する検討会を開催。
・県、大学、町等と連携し、セミナーを開催。
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【実績】
・愛媛県の河内晩柑は
全国１位の出荷量。
・平成27年度から、台
湾の高級スーパーで販
売プロモーションを実
施。

か わ ち ば ん か ん

河内晩柑


